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第3回　2020/09/15

＜ゲストプロフィール＞

　

本田雅一

活動拠点：関東

所属：東経大、ゲイナーズ、クルーズ

関わり方：アルティメットプレーヤー、JFDA理事

森脇崇

活動拠点：関西

所属：近畿大学生物理工学部、クルーズ、フォレスト

関わり方：アルティメットプレーヤー、和歌山県協会理事

担当メンバー：大島寛
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＜フライングディスクをこうしていきたい＞

　・指導者の育成環境整備

　・フライングディスク個人戦の発展

＜困っていること / 課題＞

　・フライングディスクコミュニティを引っ張っていく強いリーダーが必要

　・個人戦の大会が少ない

担当メンバー：大島寛
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＜考えている解決策＞

・「指導＝楽しい」の環境を作る

→　指導することはとても楽しい/日本で教えることは楽しいと

　　アメリカのトップ選手も教えることを楽しんでいた

→　次のリーダーが、どういうことがかっこいいんだって示していく

→　次は、自分たちが小・中学生達に指導をして、憧れられる人になっていく

・個人戦の役割とは？

→　フライングディスク全体として、個人戦を極めることも、アルティメットにつながる

→　個人戦のそれぞれの特性を集めたものがアルティメット。個人種目とアルティメッ

トの関連性もたくさんある

担当メンバー：大島寛
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＜論点の整理＞

ディスクの流通が競技人口、指導者を増やす鍵

・今はほぼ大学生スポーツだけれども、50才以上の人は知らない。ディスクを自分で投げ

てみるのが楽しい。

・年間で100万枚流通しないかな、と考えている。綺麗に投げられた成功体験を味わえる

と、身近になるので。

・指導者を増やして、体験してもらう。どんどん楽しいを見せていく。投げる楽しさを広げて

いきたい。

個人戦はアルティメットの技術向上へつながる

・アルティメットプレイヤーも経験が多いけど、1つ1つの競技を楽しむことができる。

・まずはディスクを投げることができる楽しさ。

・色々な種目を知っていることによって、成功体験を増やしていく。

担当メンバー：大島寛
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参加者写真 担当メンバー：大島寛
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会議内で使用した資料

以下のページは将来構想会議内で使用した資料です。

テーマ：国際交流と国内普及の関係性

『Looking back on the Japan-U.S.A Ultimate Friendship
1990-1995　日米親善アルティメットを振り返って
　～ネット検索でいつでもどこでもなんでも調べられる現在からは想像できない「手作業時
代」（家庭電話と紙媒体）に何をおこなってきたのか？～』

作成：大島寛



1990-1995

　　　　

　　　　　　　　　　　　　

Looking back on the Japan-U.S.A Ultimate Friendship

1990-1995　日米親善アルティメットを振り返って： 
　 
　　ネット検索でいつでもどこでもなんでも調べられる現在からは 
　想像できない「手作業時代」（家庭電話と紙媒体）に 
　何をおこなってきたのか？ 
 
ゲスト：本田　雅一（クルーズ,JFDA副会長） 
 
　　　　 森脇　崇　（フォレスト,和歌山県協会副会長） 
 
　司会：大島　寛　（大阪府協会, JFDA副会長） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2020.9.15



日米親善アルティメット以前（1980年代の日本のアルティメット） 
 

「1980-1984」　本田（関東リーグ,全日本制覇1982-1984東京経済大

学） 
　　　　大島（関東リーグ,全日本準優勝1981ハートFC,1984～近大附属教
員） 
  森脇（小学生👶） 
　　　　　　　　　　　　1980全日本参加チーム（M:8　W:0　156名） 
　　　　　　　　　　　　1985　　　〃　　　　　　 （M:14　W:6　327名） 
　＊1983審判制の導入（ストーリング12秒、イエローカード、レッドカード） 
 

「1985-1989」　本田（1985ゲイナーズ,クルーズ全日本制覇1988-1989 

） 
　　　　　　　　　　大島（近大附属教員，1985ヒーロー工房，1990ガントレッ
ト） 
  森脇（中学生👶） 
　　　　　　　　　　　　1988全日本参加チーム（M:20　W:11　397名） 
　　　　　　　　　　　　1989　　　　〃　　　　　　 （M:20　W:10　393名） 
日本代表  （1984 M:8位 1986 M:9位 W:13位 1988 M:9位 W:10位 1990 M:9位 W:9位） 

＊1990セルフジャッジ制の導入（アメリカはセルフジャッジ，1989ストーリング10秒） 

　　　　　　1990から学生選手権が始まる　全日本学生（M:5　W:6　193名）

　

　　



このような背景の中　1990日米フレンドシップツアー　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1990　 （M:23　W:16　519名） 

 　　1991アルティメットコスモス　　　　 1991　 （M:30　W:14　590名） 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊全日本　393名→519名→590名 
1992日本開催の世界選手権を控え、1991.9月全日本アルティメット選手権大会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NHK－BS1で初生中継全国放送 



5/21/2018 

11 

1992日米親善アルティメット7.18-27　参加料6000円

1992.5月 
全日本アルティメット 
　 （M:24　W:16　491
名） 
 
1992.6月横浜スタジアム　　　　　　　　
全日本アルティメット　
王座決定戦＊ＴＶ放送 
 
1992.8月　　　　　　　　
世界アルティメット＆
ガッツ選手権大会 
＊NHKBSで放映 
日本代表　M:3位　W:優
勝 
 

1992.10月 
ジャパンカップ 
クルーズ優勝 
 
1992　近畿大学優勝 
 
 
 
 
　 
 
 



森脇：近畿大学生物理工学部入学（大島と出会う🛸）　全日本クルーズV5　全日本王座クルーズV2 
12 

1993日米親善アルティメット8.14-22　参加料7000円
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1994日米親善アルティメット9.11-18　参加料10,000円 



　　1994日米親善アルティメット参加者　M：123名　W：26名  14 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1994日米親善アルティメット招待選手　　　　　　　　　　　1995日米親善アルティメット招待選手
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1995日米親善アルティメット8.17-26　参加料8000円
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1990-1995　日米親善アルティメットを振り返って： 
日本代表  （1984 M:8位 1986 M:9位 W:13位 1988 M:9位 W:10位 1990 M:9位 W:9位） 
 
「1990-1992」 
1992世界大会に向けて日本に居ながら世界レベルのアルティメットを体験 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本代表  （1992 M:3位 W:優勝） 

「1993-1995」 
世界選手権、世界クラブチーム選手権に向けてレベルアップ 
　オフェンスでは、セットプレー、ホーミー、ゾーンオフェンス。 
ディフェンスでは、マンツーマンだけでなく、ゾーンディフェンス、クラムディフェンス、 
サンドウィッチ、トランジションなど数々の戦略を学ぶ。 
 
　1994学生選手権新人戦で創部2年目の近畿大学生物理工学部が優勝。 
　日米親善アルティメットで教えてもらった戦術で上智、日体大を翻弄 
 
　クルーズだけでなく、上智、日体大、ボンバーズ、ペルピュー、文化シャッターが 
　全日本選手権で優勝 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本代表  （1994 M:5位 W:6位　1996 M:4位 W:3位） 
「1998世界選手権日本代表・男女準優勝」へ 
 
1999全日本　　（M:47　W:26　1218名）　←　1990（M:23　W:16　519名）→2019（M:93　W:52　2195名）　　　 
　　　　学生選手権　（M:36　W:31　1022名） ← 　1990 （M:5　W:6　193名） →       （M:85　W:65　2821
名）　　  
　　　　新人戦　　　　（M:37　W:25　　675名） ← 　1991　（M:7　W:8　137名） →     （M:82　W:55　1893
名）　　  


